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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
β-TCP は代表的な吸収性骨補填材であり、歯科及び整形外科において骨再建を目的と

して使用されている。現在臨床で使用されているβ-TCP 骨補填材は、新生骨への置換速

度、新生骨の形成部位，機械的強度などの点で不十分な面がある。このような背景から、

本研究では、β-TCP 顆粒の連結により、マクロ気孔が相互に連通したβ-TCP ブロック多

孔質骨補填材を作製することを目的としている。また、補填時に材料が破壊することがな

い程度の機械的強度を有し、良好な操作性を確保することを目指している。  

上記の目的を達成するために、β-TCP 顆粒（200～300μm）を強固に連結させることに

取り組んでいる。異方性の大きいリン酸水素カルシウム二水和物（ DCPD: CaHPO 4 ･2H 2 O）

結晶をβ-TCP 表面に析出させ、この析出した DCPD 結晶同士を絡み合わせてから焼結する

ことにより、β-TCP 顆粒が連結した多孔質ブロックを作製している。DCPD 結晶の析出は

酸性条件下では DCPD が熱力学的に最安定相であることを利用しており、DCPD 結晶析出に

使用する硝酸の濃度を調整することにより DCPD 析出量を制御し、さらに DCPD 析出量の調

整により気孔率及び機械的強度（ダイアメトラル引張強さ： DTS）を制御している。 5 N

硝酸処理により 1.4±0.2 MPa と比較的高い DTS が得られている。この値は圧縮強さに換

算すると約 7 MPa であり、気孔性を維持したまま補填でき、操作性も問題ない程度の機械

的強度を有していることを確認している。また、気孔率は 57±2%であり、その気孔は主

にマクロポアからなり、気孔の連通性も確保されていると報告している。  

論文調査委員は本研究で得られた知見が人工骨補填材を用いた骨再建に関わる臨床分野の発展

に寄与するものと考えられ、本論文は博士（歯学）の学位授与に値する。  

 

 
 
 
 
 
 


